
日の出町１丁目

日の出町２丁目

新港町

担当者係長課長
横須賀市環境部環境施設課

工事名

図 番

縮 尺

図面名称

作 図 　　　年　　月日の出事務所給湯設備改修工事

３ 案内図、配置図、階高立面図、凡例、各機器表

令和４　　　　　６

１

１:２００、１:１５００(Ａ３)

案内図 配置図　1:1500

　日の出事務所
　横須賀市日の出町2丁目10番地

工事場所

■　工事内容　■
2階ﾎﾞｲﾗｰ室の既設給湯ﾎﾞｲﾗｰを撤去し、

同室にｶﾞｽ瞬間湯沸器を新設する。

2階湯沸室ほかに貯湯式電気温水器を新設する。

１．給湯設備

　 （撤去）

　　〇　既設湯沸器、既設ﾎﾞｲﾗｰおよび付帯するﾎﾟﾝﾌﾟ・

　　　　配管・煙道類の撤去。

　　〇　撤去管は図示による。

　　〇　残置管の管端部を閉塞する。

　　〇　電源は既設再利用とする。

　 （新設）

　　〇　湯沸室に貯湯式湯沸器、ﾎﾞｲﾗｰ室にｶﾞｽ瞬間湯沸器

　　　　および付帯する配管・弁類新設。

　　　　≪機器表による。≫

２．給水設備

　　(撤去)

　　〇　撤去管は図示による。

　　(新設)

　　〇　新設ｶﾞｽ瞬間湯沸器への給水管を新設する。

３．ｶﾞｽ工事

　　〇　ｶﾞｽ配管の撤去新設。

４．換気設備

　　〇　換気機器の撤去新設。

５．仮設足場

　　〇　施工に要する仮設足場を設ける。

６．建築工事

　　〇　天井の一部撤去新設。

７．電気工事

　　〇　ﾎﾞｲﾗｰ室の新設機器へ電源供給。

■　凡例　■

機器表（新設）

機器表（撤去）

衛生器具表（新設）

衛生器具表（撤去）

記号 名称 施工場所 保温防食塗装等材料

G

給水管

給湯管

ｶﾞｽ管

ﾎﾞｲﾗｰ室

屋内露出

ﾎﾞｲﾗｰ室

屋内露出

ﾎﾞｲﾗｰ室

　　〇　水栓類の更新。≪機器表による。≫

　　〇　残置管の管端部を閉塞する。

　　〇　ﾎﾟﾝﾌﾟの新設。≪機器表による。≫

　　〇　水栓類の更新。≪機器表による。≫

給湯管
ﾎﾞｲﾗｰ室

記号
電源 設置場所

備考
φ V kW 階 室名

台
数

名称

WHG-1

混合水栓 ①

（往管）

（還管）

参考型番 参考型番
器具仕様

名称 器具仕様

階高立面図　1:200

台付ｼﾝｸﾞﾙ湯水混合水栓1つ穴

（A社） （B社）

混合水栓 ② 台付ｼﾝｸﾞﾙ湯水混合水栓2つ穴

TLHG31AEFR

TLHG30AER

LF-WF340SY

LF-B350SY

事務室 指導室 会議室 計

1

1 1

1

2

混合水栓

混合水栓

④

⑤

⑥

⑦

混合水栓

混合水栓

台付2ﾊﾝﾄﾞﾙ湯水混合水栓1つ穴

台付ｼﾝｸﾞﾙ湯水混合水栓2つ穴

台付ｼﾝｸﾞﾙ湯水混合水栓(流し用)

台付2ﾊﾝﾄﾞﾙ湯水混合水栓

横水栓 13A(自在形、吐水口長300mm)

湯沸室 湯沸室
事務室 指導室 会議室 計

1

1

1

1

1 1

1

2

1

1

1

SGP-VA

SUS

SUS

HIVP

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ＋ALGC（b・(ﾛ)・Ⅶ）

ﾄﾞﾚﾝ管 ﾎﾞｲﾗｰ室

ｶﾞｽ会社
仕様

―

―

―

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ＋ALGC（b・(ﾛ)・Ⅰ）

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ＋ALGC（b・(ﾛ)・Ⅰ）

ｶﾞｽ瞬間湯沸器(13A) 架台付屋内壁掛型、給湯専用、ﾎﾟﾝﾌﾟﾕﾆｯﾄ(膨張ﾀﾝｸ、気水分離器共)

号数：50号×2連結＝100号

付属品：ﾘﾓｺﾝ、ﾘﾓｺﾝｹｰﾌﾞﾙ、ｼｽﾃﾑｺﾝﾄﾛｰﾗｰ、ﾏﾙﾁ配管、化粧板、ﾏﾙﾁﾌﾚｷｾｯﾄ、

架台ｶﾊﾞｰ、据置架台(電源ｺﾝｾﾝﾄ付)、ﾍﾞﾝﾄﾄｯﾌﾟ、排気管ｾｯﾄ、その他標準付属品

名称 機器仕様

B-1 給湯ﾎﾞｲﾗｰ 型式：貯湯式給湯ﾎﾞｲﾗｰ

加熱能力：130,000kcal/h　貯湯量：1,000L(必要容量)

使用水頭圧：10m　給湯出口温度：60℃　燃料：都市ｶﾞｽ　質量：630kg

WHE-1 貯湯式電気温水器 壁掛形、先止め式、週間ﾀｲﾏｰ、ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ配管、排水金物

用途：雑用　容量：12L

WHE-2 貯湯式電気温水器 台下形、先止め式、週間ﾀｲﾏｰ、ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ配管、排水器具、固定脚

用途：飲用　容量：6L

PU-2 給水ﾎﾟﾝﾌﾟﾕﾆｯﾄ 小形給水ﾎﾟﾝﾌﾟﾕﾆｯﾄ(ｽﾃﾝﾚｽ製)

能力：32φ×47L/min×30m×0.75kW

運転方法：自動交互運転　制御方式：吐出圧力一定制御

付属品：圧力発信機、防振架台、その他標準付属品

FS-19 給気送風機 消音ﾎﾞｯｸｽ付送風機　

P-2 温水循環ﾎﾟﾝﾌﾟ 型式：ﾗｲﾝﾎﾟﾝﾌﾟ　能力：25φ×20L/min×4m

F-19 中間ﾀﾞｸﾄﾌｧﾝ 型式：ｽﾄﾚｰﾄｼﾛｯｺﾌｧﾝ(消音ﾎﾞｯｸｽ付)　能力：260㎥/h×3mmAq　ﾀﾞｸﾄ径：φ200

1 100 2 ﾎﾞｲﾗｰ室 1

1 100 1.1 2 湯沸室1 1

1 100 2 1

3 200 － 2 ﾎﾞｲﾗｰ室 1

1 100 2 監視室 1

1.1 事務室

2 湯沸室2 1

1会議室

1指導室

2

2

3 200 0.9 2 ﾎﾞｲﾗｰ室 1

1 100 2 1ﾎﾞｲﾗｰ室

1 100 2 1監視室

1 2

記号
電源 設置場所

備考
φ V kW 階 室名

台
数

名称 機器仕様

SB-2 湯沸器 型式：壁掛形貯湯式湯沸器

貯湯量：20L　燃料：都市ｶﾞｽ、0.77N㎥/H　質量：12kg

　　〇　ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎の増し打ち。

混合水栓 ③

⑧

湯沸室 湯沸室
1 2

1 1 2壁付ｼﾝｸﾞﾙ湯水混合水栓(熱湯口付き)

SUS

屋内露出 SGP-VA

亜鉛鉄板製長方形ﾀﾞｸﾄ 天井内 ―

D

〇〇×〇〇

T335DR SF-WCH390

―

―

能力：600㎥/h×73Pa　♯1 1/4　ﾀﾞｸﾄ径：200φ　(ｶﾞｽ瞬間湯沸器と非連動)

※　　部分は施工範囲を示す。

12 湯沸室21 100 －
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廊下

監視室

湯沸室1

湯沸室2

脱衣所

ﾄｲﾚ

伸縮管継手50A

伸縮管継手25A

ﾁﾗｰへ

洗濯機室へ

ﾎﾞｲﾗｰ室

FS-19

温水(往):50GV、電　防止継手50A×2

2
0
0
×

1
5
0

手元ｽｲｯﾁ再利用

各配管1階へ

各配管屋上より

二次側:40GV、防振継手40A、電　防止継手40A
一次側:32GV×2、防振継手32A×2、電　防止継手32A×2

50GC

15GC

200×150
ﾁﾗｰ置場より

D

15ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎増し打ち1250×500×H100

1階より
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給水:40GV×2、40CV、Yｽﾄ40

温水(還):25GV、25CV、電　防止継手25A×2

伸縮管継手32A

配管貫通部穴あけ補修×2
排気管を断熱(RW＋ALGC(h・(ｲ)・Ⅸ))のこと

　　　　　　　　　　　　　　蝕
　　　　　　　　　　　　　　　　　蝕

　　　　　　　　 蝕
　　　　　　　　　　　 蝕

担当者係長課長

工事名

図 番

縮 尺

図面名称
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横須賀市環境部環境施設課

日の出事務所給湯設備改修工事

2階平面図　1:100

：撤去

：既設・残置配管

：接続部

：閉塞部

天井改修内容

工事内容

撤去

　軽量鉄骨天井下地撤去

　天井ﾎﾞｰﾄﾞ撤去

改修

　軽量鉄骨天井下地

　軽量鉄骨天井下地開口補強

　天井岩綿吸音板

　天井点検口

数量 備考

10.0㎡

10.0㎡

10.0㎡

1か所

10.0㎡

1か所

19型、600×600程度

下地:石こうﾎﾞｰﾄﾞ ｔ9.5

ｱﾙﾐ製、600×600、内外枠共額縁

電気設備改修仕様

工事内容

撤去・再取付

　照明器具（20W×1、埋込型）

　

結線

数量 備考

1個

3台 ｶﾞｽ瞬間湯沸器(既設温水循環ﾎﾟﾝﾌﾟ電源再利用)

給水ﾎﾟﾝﾌﾟﾕﾆｯﾄ(既設給湯ﾎﾞｲﾗｰ電源再利用)

給気送風機(既設中間ﾀﾞｸﾄﾌｧﾝ電源再利用)

　機器結線

：ﾘﾓｺﾝ設置個所®

※天井点検口の設置位置については、監督員の指示による。

19型、@360、ｲﾝｻｰﾄ含む、振れ止め補強共
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25GC

50GV×2(上下)

⑤

⑦

⑧

⑤

⑥

④

ﾁﾗｰへ

洗濯機室へ

煙道φ200全長撤去
ｽﾃﾝﾚｽ鋼板にて天井ｽﾗﾌﾞ貫通部補修

端部閉塞済み

端部閉塞

端部閉塞

端部閉塞

端部閉塞

25GV×3
25CV
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端部閉塞

2
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伸縮管継手32A
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伸縮管継手25A

担当者係長課長

工事名

図 番

縮 尺

図面名称
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2階平面図　1:100

横須賀市環境部環境施設課

日の出事務所給湯設備改修工事

：撤去

：既設・残置配管

：切断部

：端部閉塞

撤去管種

　　　　 給水管：露出部　硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管

　　　　　　　　 (ﾎﾞｲﾗｰ室内　GW＋綿布（ﾎﾞｲﾗｰまわり1mはGW＋SUSﾗｯｷﾝｸﾞ）)

　　 給湯管(往)：露出部、天井内　耐熱性硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管

　　　　　　　　 (ﾎﾞｲﾗｰ室内　GW＋綿布（ﾎﾞｲﾗｰまわり2mはGW＋SUSﾗｯｷﾝｸﾞ）)

　　　　　　　　 (天井内　GW＋ALGC)

 　　　　 ｶﾞｽ管：配管用炭素鋼鋼管

ﾄﾞﾚﾝ管(― D ―)：配管用炭素鋼鋼管

膨張管(― E ―)：耐熱性硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管

　　　　　　　　 (ﾎﾞｲﾗｰ室内　GW＋綿布（ﾎﾞｲﾗｰまわり2mはGW＋SUSﾗｯｷﾝｸﾞ）)

　　　 給気ﾀﾞｸﾄ：亜鉛鉄板(保温なし)

　　 給湯管(還)：露出部、天井内　耐熱性硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管

　　　　　　　　 (ﾎﾞｲﾗｰ室内　GW＋綿布)

　　　　　　　　 (天井内　GW＋ALGC)


